
上山市DX推進計画の概要（１）

基本目標：「誰一人取り残されない、人にやさしいデジタル化の推進」

方針１

デジタル技術を活用し
た利便性の高いサービ
スと情報の提供

方針２

デジタル技術を活用し
た効率的、機能的な行
政経営

方針３

社会課題の解決や新た
な価値創出に向けたデ
ジタル技術の活用

（１）行政手続のオンライン化

（２）マイナンバーカードの普及促進・利用の

推進

（３）フロントヤード等業務改革（BPR）の

取組の徹底

（４）市民のニーズに合わせた的確な情報発信

（５）公金収納に係る電子納付の推進

（１）行政事務のデジタル化

（２）情報システムの標準化・共通化

（３）テレワークの推進

（４）AI・RPAの活用

（５）セキュリティ対策の徹底

（６）デジタル人材の確保・育成

（１）先端デジタル技術の活用

（２）GIGA スクール構想の推進

（３）デジタルデバイド対策

●行財政改革推進本部（本部長：市長）において計画の管理を行う。

●市民ニーズや外部人材を登用したDX推進アドバイザーの専門的意見等を踏まえつつ、時代や技術の変化に対応していく。

●各々がデジタル技術による課題解決を意識、研究、検討し、施策として実施すべきものは随時計画に反映させる。

●組織横断的な施策については、課長等レベルの作業委員会や、担当者レベルのワーキングチームを設置する。

●計画期間：令和５年４月～令和１０年３月（第８次振興計画（前期）に終期を合わせる。）



上山市DX推進計画の概要（２）

●書かない窓口、
待たない窓口の
整備

●電子申請の推進
●基幹業務シス
テムの標準化、
ガバメントクラ
ウド移行

●電子申請等管理システム

●文書管理システム

●庶務事務システム

●ペーパーレス議会

●庁内LAN無線化

●財務事務、契
約管理事務等の
効率化

●セキュリティ対策

●人材育成

●公共料金支払効率化等

●道路占用許可業務の効率化

●公用車管理の適正化

●消防施設管理、災害情報発信

●テレワーク

方針１

デジタル技術を活用し
た利便性の高いサービ
スと情報の提供

方針２

デジタル技術を活用
した効率的、機能的
な行政経営

方針３

社会課題の解決や新た
な価値創出に向けたデ
ジタル技術の活用

地域課題に対応するこれまでの取組

●健康ポイント事業

●子育て応援アプリ

●公式LINEでの情報発信

●市内商業でのキャッシュレス推進

●市営バスの電子マネー対応

今後、地域のニーズや新技術の
動向等を踏まえながら追加して
いきます。

●市議会会議録の電子化

●グループウェアの機能強化

●教育・保育施設に係る給付費
等請求事務の効率化

●小中学校のデジタル環境改善
と教育の質の向上

●医療情報の共有による
救急業務の効率化


